門野坂：本日は合格者インタビューということで山本君にお越しいただいております。本日はよろしくお願いします。

山本：よろしくお願いします。

門野坂：受験お疲れ！

山本：お世話になりました。

門野坂：本当におめでとう！

山本：ありがとうございます。

門野坂：今日は学ランで、初めて？親にも見せるのも初めて？学ラン姿を。

山本：いや、そういうわけでは。試着で一回、採寸の時に…

門野坂：なるほど。じゃあ学ラン姿でわざわざ来てくださって本当にありがとうございます。
じゃあ改めて合格した学校も踏まえて自己紹介お願いします。

山本：はい、慶應義塾高等学校に合格しました山本リョウマです。

門野坂：ありがとうございます。ちなみに併願した学校も教えていただけますか？

山本：併願した学校は早稲田大学高等学院、明治大学附属中野高等学校、○○学院高等学校、桐蔭学園高等学校、あと立教新座高等学校です。

門野坂：はい、ありがとうございます。慶應を正直受けるきっかけっていうのはなんだったのかをまずは教えていただけますか？

山本：適度な自由な校風と設備の充実が大きいのと自分の場合は男子校っていうことで女子の目を気にせず過ごせるっていうのが。あとは単純に早慶っていうブランドに憧れもあったり。

門野坂：面白いね、男子校っていうのが理由に上がる…

山本：だから早稲田も学院受けたってのもそうで…

門野坂：あー！はいはいはいはいはい。なるほど、ありがとうございます。もっと深く聞きたい部分はあるけどあえて川崎学舎に入塾するきっかけの方に話題を移してお伺いできればと思うんですが改めていかがでしょうか？

山本：元々前に通っていた塾の先生がやっているっていうことはあったんですけどその中でも少人数だけども集団塾で個別指導と大手の塾の間を取ってるような感じがしたのがやっぱ魅力かなと。

門野坂：めっちゃ良いように、見本みたいな回答じゃん！正直さ、小6とかの段階でそんなことって考えられる？当時はどうなの？当時は正直入れられるがままって感じ？

山本：まぁ確かにどこがいいとかぶっちゃけ小6はあんまり考えてなかったです。

門野坂：そうだよね、そりゃね。

山本：それはなんかきっかけというより特徴は感じられます。ここの特徴です。

門野坂：なるほどなるほど、ありがとうございます。今多分ちょっと喋ってくれたんだけども塾のタイプはやっぱり集団の大手塾もあるし個別の塾もあるけどもその中で少人数で一応集団だけど一人一人もしっかり見ますみたいなタイプの川崎学舎を選んでくれた理由とか良さだったりについてもうちょっと話してくれるかな？

山本：選んでくれた理由ですか？期待する回答じゃ無いかもしれないですけど○○先生いたじゃないですか。お母が○○先生の英語力とかすごいていう…この先生に英語教わらせてみたいって思ったのも一つ。

門野坂：そうだよね、結構今日のインタビューの序盤そういう話になって。それ言えないじゃん、だからうまく誤魔化してたけどあるんだろうなって。英語英語って言ってたから。
リョウマ自身はどう？どうだった？っていう感じでもいいよ。振り返る感じで。

山本：振り返ってもあの時はやる気なかったなっていう感じで。正直塾はあんまりこだわりがなかったけどとりあえずいきなり新しいところに行くよりは知ってる先生がいるところがいい。

門野坂：なるほどなるほど。すごい分かりやすいな。まぁちょっとこれはインタビュー、短めのインタビュー聞いていって深い話は後回しにして聞くみたいな感じでちょっと展開して行こうかなって思ってるんだけど、川崎学舎ってどういうふうに勉強進めていくかを初めて学舎を知ろうとしてくれてる子たちに向けても少し教えてくれるかな？

山本：やることとしては授業の復習をしっかり(まぁやってなかった自分が言える立場があるかだいぶ怪しいところがありますけど)授業の復習を自習室でやっておくこと。で、例えば宿題に関しては先生と相談しながら自分のテキストをやったり量とかを相談しながら決めてくのが一番なんじゃないですか。

門野坂：相談しながら？

山本：はい。

門野坂：苦手科目得意科目っていう部分も聞きたいんだけどまずは苦手科目は何でそれに対してどういうふうに対策をしていったかっていうのを教えてくれる？

山本：苦手科目は理科と…

門野坂：まぁ５科だったら理科、受験では使ってないけど理科と…

山本：強いていうなら英語。

門野坂：確かに３科の中だったら英語なのかな。理科はちょっと二年生の時だけしかここではやってないかもしれないから英語のちょっと悩みとか最後どういうふうに克服していったとか話を聞けたらと思うんだけど。

山本：英語はやっぱり駿台の偏差値で約40とかになっちゃうっていうのは結果的に一からもう一回やってみることによって自分の場合は上がったかなっていうのがあるので。やっていく中で基礎が大体漏れてる、土台が全く安定してないことが大体で。とりあえず英検準２級取ってない○○ただ取った後も自分の周りは英語のレベルが早慶クラスになるとどうしても…そこまで上がり切らないのでもうその中で問題たく解いていっていかに五分五分の状態の中で受かるか受からないかの瀬戸際まで持っていけるかっていうのが。

門野坂：結構最後は演習量でねじ込んだみたいな。

山本：そんなところもあります。

門野坂：ありがとう。逆に得意科目は何？

山本：５教科なら社会だけど…

門野坂：そうだね、５教科だと社会だね。３科に落とし込むと数学と国語どっちなんだろう？

山本：得意科目というよりも科目の中で得意な単元とそうでもない単元が中に入ってて自分の場合模試のところだとわかりやすいんですけど単元別に…

門野坂：例えばじゃあ数学はどういうふうに対策してたの？シンプルに得意とか苦手とかじゃなくて。特に中三？中三、後半の勉強を振り返りながら。

山本：中三の勉強の時は学舎での数学の勉強、志望校に対しての勉強をやってきてやっぱり今村先生が志望校に対するレベルの問題と演習をしっかり出してくれるので合格するために必要な問題っていうのはかなりの頻度でできるんですけどやっぱりその中でも人によってはあまりできない単元とかが出てきて。できる単元はもうできるのでできない単元の中で同じくらいのレベルの問題を詰め込んでいってそのレベルがもう一段階上がるやつも少しやって…

門野坂：じゃあ英語と数学に共通してるかもしれないけど苦手な単元とか範囲をしっかり決めてそこは演習頑張って積んでいく。なるほど。国語はどうなの？

山本：国語はやっぱり文章…国語は数学の問題と違って人によって差が激しい。作る側の人によっても激しいし受ける側によってもできる文章できない文章がある。だからただそんな中でも基礎的な○○力、説明文読む力だったり小説読む力だったりっていうのは文章読み込んで付けていけるし違う志望校の過去問がこの文章やりたい、こんな感じの文章読みたいってなった時にじゃあこの学校、これくらいの時間で解く見たいな色々決めていってやっていくのが有効的だったなって。

門野坂：面白いね、その３科に共通するのが苦手な範囲をとことん見極めてっていうところだね。国語とかやっぱり慶応とか顕著だよね、出る問題がバラバラ。問題の種類もバラバラだし設問も確定してるものはないみたいなところの中では同じ系統の苦手な系統をたく見つけてはやるってところ。
特に学舎だったら決められた形じゃなくて自分の苦手なところを見つけて調整してやるっていうのができるってところかな。ありがとうございます。良いように話してくださって。
じゃあ中学生活、将棋部だったりとか趣味で鉄道が趣味だったりとか自分の好きなことがたくあったと思うんだけれども中学生活と川崎学舎での受験勉強の両立はどうだったかっていうのを振り返って欲しいんだけど。

山本：やっぱり中学１年生の時からそもそも学舎にいたし部活も始まったので体力的なものだったりとか慣れなかった時は本当に大変ですごい疲れて毎日帰ってたしすごい辛かったことも結構覚えてるんですね。まぁ中二の12月から段々中三になってくるにつれて作業とかしていくような感じになってって。ただやっぱ中二の時は○○どうしても授業の時間が被っちゃうとかあったんですけどその中でどうするかをどんな感じの日程に上手いこと被さるように色々考えてやっていった感はあって。中三は突っ走るかみたいな感じでほとんど夏以降はどこにも行かずに。

門野坂：なるほど。だからあれだよね、レベルアップするにつれて特に中二以降は学舎には当たり前みたいな、作業っていうかね、来る場所みたいになっててそれがありきで予定を埋めていくみたいな感じかな。なるほど、ありがとうございます。じゃあ入試の直前を少し振り返ってほしくて12月末、１月、2月ってとこで直前期をどうやって過ごしたかっていうところを少しメンタルの面でこういうこと意識してたとかこういう行動を心がけたとかというところを振り返りながら直前期の過ごし方を語っていただけると助かるんだけどどうかな？

山本：受験が近づくにつれて気持ちの面ではどうしても早く終わってほしい、この辛い生活、段々飽きてくるしそういう生活が早く終わって欲しいと思いながらもでもレベルが…レベル的に大丈夫なのか不安で…だいぶ不安定で本当に不安だったんですけれども行動面では自分が勉強面で不安なときは本当に勉強するしか解決することはないので勉強して。でも風呂の時間とかは勉強するってよりもリラックスを優先した感じが。

門野坂：リョウマの口から勉強の不安は勉強で解決するしかないなって聞く場面があるとは思わなくて。それは印象的だけどな、結構体育会系なマインドではあるかなって思って。

山本：まぁでもぶっちゃけた話、勉強で解決するって言ってもどうしても空回りしてる感しかないんですよね。だから実際にやってみた感覚では結局あんまり変わらないって感じも…なんかもうよく分からなくなってましたね。

門野坂：確かに英語と国語の文系科目はね、いい点を叩き続けるみたいなのもなく正直低い点が続いた時もあってそういう時は確かに堪えてたけどまぁよく毎日毎日継続したよねっていう。ありがとうございます風呂の話も印象的だったんですけれどもそういうちょっと空回ってるかもしれないなっていう直前期を経て結局は慶應合格できたっていうところを振り返って合格した時の気持ちを教えて欲しいんですがどうでしょう？

山本：合格した時の気持ちはあまりこれ言っていいのかわからないですけど補欠合格だったので…あまり無い。でもやっぱり素直に嬉しかったし早稲田は？ってなってきましたね。

門野坂：まぁね。

山本：まぁでも受かって一週間くらいすると素直に嬉しかったところもあるんですけど一週間くらい経ってくると自分やっていけるのかなっていう不安…

門野坂：あ、そうなんだ。結構不安もでかい？

山本：留年しないかなとか。真面目に…

門野坂：そんな自分の中では下位の方で入っちゃったかもみたいなのはあるの？

山本：あります。自分で正直絶対失敗したなって、国語とかどうしても馴染めなくて。最初でかい記述二つも書けなかったからあ、ヤベェこれだけで十何点とか落としちゃったとか思いながら。しかも英語もとれてるのかとれてないのか半分くらいしか取れてないのか50点くらいかなぁとか。数学もめちゃめちゃ挽回できたかって、まぁだめだろうなと思いながら。

門野坂：感覚としてはそうなんだ。じゃあ話を少し戻してしまうんだけども改めて川崎学舎での受験を終えて特に３年間通い切ってくれて改めてどういったタイプの塾だったかなっていう。どう言った特徴の塾だったかなっていうふうに振り返って…

山本：基本生徒と先生の距離がだいぶ近い。個別指導以上とも思ってます。個別指導って先生、自分がどうするべきか色々…自分の勉強面について先生と話し合う感じはありますけど、でも川崎学舎での勉強ってもちろん生徒自身と先生…まぁ集団塾なので大手の受験対策も大手塾は大体十何人とか授業多いと思うんですけどそれよりは間違いなく近いし、なぜこれが近いかって思ったのが…

門野坂：理論上はね、破綻してる。だって個別指導は一人一人向き合ってくれる感はあるから。すごい気になるけどね。

山本：そうですね難しいですけどね…
言語化が難しい。

門野坂：まぁでも感覚としては個別指導以上の対応してくれたように感じられるってことだよね。

山本：授業はやっぱり７、８人に対して教えるのと、他にもそれぞれが別々の〇〇も色々ありましたし、
それ以外でも生徒同士のつながりも深いところなのでその中でも新しく入ってきた人でも馴染みやすいところだと思うし、
生徒と先生が生徒一人と先生ひとりじゃなくて生徒全員と先生に色々話を共有できたりするのも良いところだとだと思いました。

門野坂：ありがとうございます。
来年度以降も引き継いでいきたいと思います。どんな子が川崎学舎に合うと思いますか？

山本：色々パターンありますけど一番合ってるのは志望校、自分が行きたい学校があるけれどもどうしても家でやると勉強ができないとか一応公立志望で目指してて勉強面では学力的には全然届かないけれどもあわよくば早慶、MARCHを目指したいっていう感じの方には来てもぜひ。

門野坂：他のパターンはないですか？
逆の文章的にどんな子は合わないみたいなのはあるの？

山本：一応それなりの課題量とかは出されるしただただ勉強が嫌いで勉強から逃げてっていういつまでも立ち止まるような人。

門野坂：それは面白いな、なるほど。

山本：自分は最後の最後で立ち止まっちゃた感が…
強いていうなら。
でも本当にできる子はどこでも、どんな塾行ってもできるとは思うので。

門野坂：ありがとう。
その中でも川崎学舎に合うことちょっと合わない子…

山本：できないって大きな集団塾にあまり馴染めないって子とかはやっぱり来ても。

門野坂：なるほど。
自分もそういうタイプってことだよね。
ありがとう。
あと質問は二つだけ。
まず、今後川崎学舎への入塾を検討してる人たちにぜひアドバイスをお願いしたいんですが。
川崎学舎ってこういう塾だからこういうふうに使ったりとかこういうふうな事考えてる人はぜひ入って欲しいみたいな。
そういう事言っていただけると。

山本：基本的に一ヶ月の中で２６、７は日は開いてることが多いのでやっぱりほとんど毎日自習しにいけるのは強いところだと思うし中一、中二で思うように結果が出ない時も中三の時にちゃんと向き合うことができれば俺みたいになんとかなると思えるのでめげずに川崎学舎意外だとしもめげずにやっていくべきだと思うし自分の場合川崎学舎だったから中三の時にめげずに向き合っていけるってとこに繋がってるんじゃないかなと思う。

門野坂：なるほどなるほど、めげずにやると。
川崎学舎だったからこそめげずにやれる人もいるかもしれないかなてっところを話してくれたと思うので最後の質問。
ショート動画のインタビューは最後の質問なんですが
リョウマにとって川崎学舎っていうのはどういう存在だったかを振り返って終えたいんですがどうでしょう。

山本：難しいですけど一言でいうなら塾ではない。

門野坂：おぉ〜面白いね！
塾ではない！

山本：結局やってることは学習塾の受験に必要なことをやってるわけだし受験の入試問題に向けたってものなんですけど、でもその雰囲気だったりとか…
自分がここで勉強していく中での周りとか先生とかの雰囲気は一番大きい。
これも言語化するのが難しいんですけど大体の塾って行って授業受けて宿題出されてやっておいてねって感じが多いと思うんですけどここはそもそも自習した時に〇〇
別に勉強面の話じゃなくて学校で何やったとかいう話題とか
やっぱりコミュニケーショんだったりとか取れるし授業もやっぱりこれ何回も言ってますけどその人によって色々やること変えたりとか普通に集団で授業をすることもあったりとか色々他の所にはなかなかない特徴のある塾。

門野坂：本当に一人一人と話したりとか一人一人によってやり方を変えたりとかは僕らもしていきたい思ってるから伝わってくれてたらいいなと思ってて。
ありがとうございます。塾ではない存在として紹介してくださって。

山本：まぁ学舎ですしね。

門野坂：そうですね、学舎として。
まぁ短い方は一旦これで終わりにしようと思いますので改めて本日は慶應義塾高校に合格してくださった山本リョウマ君にきてくださいました。
本当にありがとうございます。

山本：ありがとうございました。

門野坂：ということで○○インタビュー行きたいんですけども。間髪入れずに。
でも質問結構シンプルで僕らの、先生方の特徴を喋ってほしいのと中一のエピソード、中二のエピソード、中三のエピソード、あとフリートークがあればってことで４問だけ喋って欲しい。
今村はこういう人で、門野坂はこういう人っていう川崎学舎の先生たちの特徴をぜひ言葉にして教えてほしいんだけど。
今村君からどうですか？

山本：今村先生は最初はすごい爽やかな感じで…

門野坂：はいはいはいはいはい！最初はね。

山本：誰にでも優しそうな先生だと思うんですよ。
でもやっぱりやっていくとだんだんあ、だいぶ適当なんだなって。

門野坂：人間らしい発見だね。

山本：でもなんかそういう環境とか社会に対して考えてるんだ、そんなに考えてるんだっていうのは結構…
でも…すごい友達いないんだなって…自分と同じようなタイプで。

門野坂：明るくて適当で色々考えてる。で、友達いない。
なんやねんそれ。
教え方の特徴も一応、先生としての特徴みたいな…

山本：教え方の特徴は自分達のこと一番よく見てもらうの上手いし、自分が何が足りてないのかっていうのをちゃんと分析してくれる。

門野坂：なるほど。やっぱり分析が鋭いのが特徴。
ありがとうございます。
ちょっと恐縮なんですけど私も、どんな人なのかを聞いてる人にぜひ教えていただきたいなって思うんですけど…恥ずかしいですね、気恥ずかしい。

山本：印象面では大手企業に新入社員として就職しますみたいな感じの最初はそんな感じだった。

門野坂：したかったしね。

山本：でもなんか過ごしていくとあ、でも向いてないんだって。
この人はそういう世界線で生きる人間よりもこういうとこでやってく方が向いて気も…

門野坂：ありがとうございます。
なんか人生相談してる気分。

山本：やっぱ驚かされたのは人付き合いの多さだしもちろんいい所もいっぱいあるし誰とでもコミュニケーション取れる能力ってのはなかなか持ってないものがあると思う。

門野坂：ありがとうございます。
先生としてだとどうなんですかね。先生らしくない自覚あるんですけど、ちなみにね。

山本：中学校の先生としてやっていくのは人気があると思いますけども公立とか小学校とかで人気が出そうではあるけれども…
でもあんまり深いところまで
教え方としてはそもそも教えているところが納得しにくいところが結構多いのでどうしても話聞いた時にん？ってなりがち。

門野坂：そうだよね、国語を中心に深みをみたいなところ目指してる。

山本：それはでも教える分野の問題で。
あと日によってテンションが違うので分かりやすい。

門野坂：ありがとう。
なんかもう人間として見られてる感がすごい面白くて。
ありがとうございます。
いやおもろいね自分を知る機会として。

山本：先生というよりもアドバイザーとしてな感じ。

門野坂：確かにスタンスそんな感じがするよね
分かりました。ありがとうございます。
じゃあエピソードトークを三発いきたいんですけど
やっぱ山本君の有名な話といえば散々擦らせてもらってますけど中学一年生の時の…
入れなくてね…

山本：中学２年生の冬くらいからの話に…

門野坂：だめだよそんな出来上がった話ししちゃだめだよ。
両親に車で送ってもらったけど入れなくて車の中で泣いてるっていう有名なレジェンドトークとしてまずありますけど、あの時の心境とかを改めて教えてほしい。

山本：心境は行きたくねーって感じ。

門野坂：どこら辺なの特に？何がこう…

山本：正直もう〇〇で入ったところも多いしぶっちゃけあの時何考えてたかよく分からないですけどとりあえず塾に行きたくなかったってのは間違いなくて宿題とかもめんどくさいし。
でもなんか頭良くなりたい、だから辞めたくはない。

門野坂：そういう気持ちが同居してたわけだ。
なるほど、じゃあ次はこれ。
これがやっぱり僕は一番印象的なんだけど中二の夏休みに英語の○○やってこいみたいな。
あれが終わらなくて宿題ある価値あるかみたいなトークを展開してくれててあれ結構印象的なんだけれども。
どうだったのかな、夏休みの宿題終わらなくて宿題の価値について喋る見たいな。

山本：今でも自分の中では片付いてないです。
なんかやっぱり今慶応に合格したって感じで見せられちゃうと宿題はやったことを定着させるためとか色々ありますけど、
でもあの時は生きる理由はなぜかみたいなのを同時並行で考えて
いい会社に就職するみたいなそういう回答嫌ってたからそれもあっていい学校行っていい会社に入ることが生きる理由ってするのが嫌だったし今でも納得していない。
正直回答まだ片付いてないところがある。

門野坂：いや面白いよね。
そこちょっと補ってくと俺自身も葛藤あってなんでかっていうと別にリョウマは宿題
一回やれば覚えられるから定着のために何度も何度もやらなくてもまあいっか見たいな思いもあるよね。
確かにそれはすごい分かる。
その時の引き合いとしていい会社に入る。それは課題とかやることが決められているのも分かるんだけど別にそれに僕は納得してないからみたいな。
だから結構言ってること変わらないなと思って。
やっぱりそういう生き方は今でも模索してるから中二の夏の思いと今の思いは意外と変わってないというかまだ決着ついてないっていうところになるのかな？

山本：思い変わってないというよりは結局あの時の疑問にまだ決着がついていない。
今も勉強、宿題に関する価値があるのかという疑問とかあんまりもう考えてないですけど結局振り返ってみると疑問に価値があると言い切ることはどうしても今はできないし。

門野坂：それは確かに将来像が確定したらもう少しビシッと価値があるかないかについては論じられそうだね。
ちょっと保留の問いということで。
中三の春先、洞察はできるけど適当な今村君に対しては色々思うことがあった時もあったとは思うんだけれどもその時の心境とかももし差し支えなければ教えて欲しいんだけど。

山本：あれはうるさいなと思いながら。

門野坂：結構あの瞬間の言葉だけ切り取るともう大っ嫌い嫌だ教わるのみたいなところもあった気がするんだけど。

山本：間違いない。

門野坂：どう処理していったのかね。

山本：あの時はあった気持ちとしては完全には再現できないですけどやりたくないけれども中一から２年間やってきて最後の最後で辞めるのはそういうのも悔しくて。

門野坂：そうなんだね。なるほどなるほど。
ありがとうございます。
ネガティブなところを拾ってみてなんでかっていうとネガティブなのに勉強しきって慶應っていう一つ結果を取ってるからあえてそこに着目して喋ってみたんだけど、
リョウマはなんかこの川崎学舎らしいなって思った話とか本当に話したい話とかエピソードがあれば語って欲しいんだけどもなんかある？
ネガティブトークばっかり拾ったじゃんなんか面白がって聞いてみたかっただけなんだけれども。

山本：なんやかんや最後まで諦めようとはしなかった。
個人的には○○
人とは違って届くか届かないかという所にいる人に関しては諦めの悪さって受験には強いなって。

門野坂：宿題のやる意味から派生して生きる意味を問うみたいな、そういう思慮深さがだからこそ粘り強く考え続けて受験の結果っていうふうに繋がった側面もありそうだなって思うしそれこそのリョウマだよなっていうのは思ったな。
諦めの悪さってめっちゃいい表現だなと思って。

山本：公文やってる時も辛い辞める嫌だってなるけどじゃあやめる？っていうと嫌だってなってなんやかんや諦めが悪い。

門野坂：みんな諦めが悪いと。

山本：諦めが悪い。
それがよかった。

門野坂：それが良かった。
ありがとうございます。
ただただここは最後の方は面白話として…まぁよく諦めずに最後までやりきって慶應に受かって、本当に驚いた。すごいなと思う。
改めて本当に合格おめでとう。
今日は長々とインタビューに付き合ってくれてありがとうございました。
